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研究成果の概要（和文）：本研究は、会話における意図伝達のメカニズムを、間接的発話を材料とした神経言語
学的実験によって考察した。(1)推論のための文脈が明示的か暗黙的か、(2)話者の意図が現在または過去のいず
れに関わるかの2要因で操作した談話を作成し、談話の聴覚理解中の頭皮上脳波を日本語母語話者から記録し、
発生源推定により脳内19領域間の因果的相互作用を分析した結果、文脈が過去に言及した場合にのみメンタライ
ジングネットワークと時間認知ネットワーク間に有意な相互作用が認められた。本研究は、この相互作用を間接
発話解釈における時間処理の現れと解釈し、意図理解の推論が複数の次元を備えた状況モデル構築処理であるこ
とを主張する。

研究成果の概要（英文）：This study examines the mechanisms of understanding of a speaker's intention
 by means of a neurolinguistic experiment using indirect utterances. We created discourses 
manipulated by two factors: (1) whether the context for inference was explicit or implicit, and (2) 
whether the speaker's intention concerned the present or the past. We recorded scalp EEG from native
 Japanese speakers during auditory comprehension of the discourses, and analyzed causal connectivity
 between 19 brain regions by the source localization. We found a significant connectivity between 
the mentalizing and temporal processing networks only when the context referred to the past. We 
interpret this connectivity as a manifestation of temporal processing in indirect utterance 
interpretation and claim that pragmatic inference of intention comprehension is a situation model 
building process with multiple dimensions.

研究分野：神経言語学

キーワード： 語用論的推論　脳波　発生源推定　因果的相互作用　発生源推定　推意　協調の原理　文脈検索

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年の神経科学的知見は、個々の脳領域が固有の特性を持つことはもちろんとしても、ある心的機能が脳内の複
数の領域の相互作用によって実現されていることを示している。言語処理についても、言語野以外の脳領域の関
わりが広く知られるようになった。脳波を用いた本研究の脳内相互作用の分析は、空間解像度の点で機能的磁気
共鳴画像法（fMRI）に及ばないが、１秒以内に完結する言語処理の時間的変化を追える利点がある。また「コミ
ュニケーション能力」が社会的関心になる一方、その実体は不明なので、教育現場を含む様々な場面で不必要な
不安や緊張が生まれている。本研究はコミュニケーション能力の科学的理解に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

 本研究は、言語コミュニケーションにおける意図伝達のメカニズムを、間接的発話を材料とし

た神経言語学的実験によって考察する。言語コミュニケーションにおいて話者の意図は、しばし

ば含意として間接的に表現される。(1a)に例示する、夕食後の夫婦の会話で、妻は夫にコーヒー

を飲むかどうかを尋ねる Yes-No疑問文を発しているが、夫は Yes-Noで返答していない。しか

し、妻は夫の意図(1b)を確実に理解する。 

(1) a. 妻：コーヒー飲む？ 

   夫：明日、出張で朝が早いんだ。 

 b. コーヒーを飲まない(No)。 

筆者らは間接的発話について未解決の問題を(2)の３点指摘した（時本, 2020）。 

(2) a. 文脈検索の問題 

(1b)に例示した含意は、発話の字義的意味と文脈から語用論的推論によって導かれると

一般に考えられている。(1a)での夫の意図理解の場合は、コーヒーを飲むと目が覚める

という一般知識が文脈として働いていると判断できるが、ある発話の解釈に関わる可

能性のある文脈は原理的に無限と言って良い。すなわち、当該の発話に先行する会話

のみならず、会話の場面を取り巻く物理的環境、一般的知識、さらに聞き手の自伝的記

憶や話し手の知識と情動に対する聞き手の想定の全てが文脈として働く可能性がある。

しかし、文脈の無限の可能性に関わらず、聞き手としての妻は夫の含意（No）を一瞬

で理解する。即ち、非常に多数の潜在的文脈から適切な文脈が極めて短時間の間に検

索されるメカニズムがいかなるものであるかという問いである。 

 b. 推論の収束の問題 

含意理解における語用論的推論は論理的演繹とは異なり、想定される推論手順に可能

性判断を多く含んでいる。また、文脈をより多く検索すれば、導かれる解釈も増える可

能性がある。したがって、言語コミュニケーションでは、話し手の意図が伝わらなかっ

たり、逆に、聞き手が話し手の意図以上に深読みするコミュニケーションの齟齬が生

じ得る。しかし、ほとんどの場合、話し手の含意は意図通りに理解され、大きな誤解は

生じない。このためには推論を適切な段階で止めるメカニズムが必要だが、このメカ

ニズムについて説得的な仮説はまだ不在である。 

 c. 間接的発話の理由 

間接的発話は情報伝達の点では非効率なので、話者が、いわば遠回しな表現を用いる

理由があるはずである。この理由としては、話者が対人配慮方略の一つとして「ほのめ

かし」を用いるとする立場が広く受け入れられているが(Brown & Levinson, 1987)、

間接的発話の中には、皮肉や脅しなど、対人配慮の結果として解釈し難い例もあり、話

し手の側に積極的「利得」があるとする立場もある(Pinker, 2008）。 

２．研究の目的 

 本研究では、(2a)の文脈検索の問題ならびに(2b)の推論の収束の問題を踏まえ、語用論的推論

の実時間メカニズムを神経言語学的に考察する。間接発話の含意理解メカニズムについては、

「協調の原理」（Grice, 1975）に類する協調関係を話者間に想定し、命題的な意味表現の連鎖に

よる推論よって含意（推意 (implicature)）を導出することが一般である。但し、命題的推論の

ステップならびにステップ数の大小を実験的に検証することはできていない。 



 一方、談話・物語理解の実験的研究では、時間、空間、登場人物、因果律、意図性など複数の

次元を持った状況モデルの構築として談話処理を捉える。但し、含意（推意）理解について状況

モデルが適用可能かどうかは不明である。本研究では、推論のステップと時間の両方を操作する

実験を行い、命題的推論と状況モデルのいずれが含意理解のメカニズムとして妥当かを検証す

る。 

３．研究の方法 

3.1 実験参加者 

右利きの日本語母語話者 24名（19〜27歳、男性５名）。 

3.2 材料と手続き 

筆者らは、含意理解における文脈の検索と推論手順の関わりを考察するために、(3)(4)に例示す

る会話を聴覚呈示し、同時に脳波を測定する実験を行った(Tokimoto & Tokimoto, 2023)。 

実験会話は、話者 Aが話題を提供し、話者 Bが質問を発し、話者 Cが間接的に答える共通の構

造を備えている。会話の作成に当たっては 2 要因を操作した。即ち、(1)推論のための文脈が明

示的か非明示的か。(2)話者の含意が現在の意思に関わるか、または過去の経験のいずれに関わ

るかである。Cの回答は文脈が明示的であるか非明示的であるかに関わらず一定とし、文脈の明

示性は、Aの発話の一部を置き換えることで操作した（(3)では「女の子」を「赤ん坊」、(4)では

「トンカツ」を「揚げ物」に置き換えている)。また Cの発話は、(3)では現在の Cの意志を、(4)

では Cの過去の経験を含意している。 

(3) 現在の意志についての間接的回答 

A1: 明示的文脈 

  竹本さん、女の子が生まれたんだってね。 

A2: 非明示的文脈 

  竹本さん、赤ん坊が生まれたんだってね。 

B: お祝いを贈る? 

C: 女の子には服がいいね。（Yes, お祝いを贈る） 

(4) 過去の経験についての間接的回答 

A1: 明示的文脈 

  今日の日替わり定食はトンカツだったね。 

A2:非明示的文脈  

  今日の日替わり定食は揚げ物だったね。 

B: 食べた? 

C: トンカツは大好物なんだ。（Yes, 日替わり定食を食べた） 

会話は、(1)文脈が明示的か非明示的か、また(2)含意が話者の現在の意図と過去の経験のいずれ

に関わるかの二要因についてカウンターバランスし、計 120 作成された。C の含意は肯定(Yes)

と否定(No)をそれぞれ半数とした。実験参加者の課題は、会話の聴覚提示後に C の意図が Yes, 

No のいずれかをボタン操作で判断することであった。 

3.1 研究課題と予測 

A) もし含意理解が協調の原理に基づく命題的表現の連鎖なら、文脈の明示性に応じた神経活

動が観察され、話者の意図が現在に関わるか、過去に関わるかについての神経活動差異は

認められないと予測される。 

B) もし含意理解の推論が状況モデル構築なら、状況モデル内の時間次元変化を伴う過去に関

わる含意理解について、現在の意図理解とは異なる神経活動が観察されると予測される。 



４．研究成果 

4.1 実験結果 

4.1.1 行動反応 

C の含意判断（Yes or No）について、２*２（文脈が明示的か非明示的か、また含意が話者の現

在の意図と過去の経験のいずれに関わるか）の４条件間で正答率に有意な差は無かった。 

4.1.2 頭皮上事象関連電位(Event-related potential) 

Ｃの発話内で、Cの意図が判断できる語の語頭から 100 ms 間をベースラインとした頭皮上事象

関連電位(ERP)を計算した。過去の経験を含意する会話と現在の意図を含意する会話のそれぞれ

について 300-500 ms の潜時帯における、明示的・非明示的会話それぞれの ERP を示す。 

 
図１：Cの意図が判断できる語の語頭から 100 ms 間をベースラインとした、300-500 ms の潜時帯における頭皮上 ERP。

左が過去の経験を含意する会話、右が現在の意図を含意する会話。それぞれ左から明示的文脈、非明示的文脈、統計的

に有意な電圧差が認められた電極位置を示す。分析の結果、過去の経験を含意する会話についてのみ、文脈の明示性の

効果があり、300-500 ms の潜時帯で非明示的文脈条件で右前頭部に有意な陽性波が認められた。 

4.1.3 Effective connectivity 分析 

含意理解について機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いた最近の研究から 16、また時間認知の

脳内処理を fMRI で検討した Tang, et al. (2021)から 3、計 19 の脳領域（region of interest, 

ROI)を脳内に設定し、頭皮上脳波の発生源推定によって各 ROI における神経活動を推定する。図

２に 19 の ROI を示す。さらに各 ROI 間の因果的相互作用をθ(5-7 Hz)、α(8-12 Hz)、β(14-28 

Hz)、γ(30-50 Hz)帯域それぞれについて、100 ms 毎に partial directed coherence (PDC)によ

って評価した。 

 

図２：19 の region of interest(ROI)の脳内位置。左から左半球矢状面、水平面、右半球矢状面. 

各周波数帯域について 19 ROI 間の PDC を計算し、明示的文脈条件と非明示的文脈条件で PDC 差

異が有意だった ROI 組を明らかにした。図３にβ帯域について潜時 200 ms から 600 ms 間の 100 

ms 毎に PDC 差異が有意だった ROI 組を矢印で示す。頭皮上 ERP に明示的/非明示的条件間の PDC

差異が認められた 300-500 ms の潜時帯で PDC 差異が認められた ROI 組は過去の経験に関する含

意を持つ会話のみで、情報の流れの行き先は左ブローカ野と左へシュル回であった。 

 



 

図 3：β帯域において、潜時200 ms から 600 ms 間の 100 ms 毎に明示的文脈条件と非明示的文脈条件で PDC 差異が有意

だった ROI 組。上段は話者の過去の経験を含意する会話、下段は現在の意図を含意する会話。矢印の向きは情報の流れ

を示し、赤矢印は情報の流れの増加、青矢印は情報の流れの減少を示す。 

 

4.2 結果と考察 

a) 頭皮上ERPについて明示的文脈条件と非明示的文脈条件の差異は過去の経験に関する含

意を含む会話においてのみ観察され、現在の意図を含意する会話には観察されなかった。 

b) 過去の経験についての含意を含む会話解釈における、明示的/非明示的文脈条件のROI間

PDC 分析でハブ（hub）として機能しているのは、時間認知との関わりが指摘されている

左ブローカ野と左へシュル領域であった(Tang, et al., 2021). 

c) 頭皮上 ERP 差異、ならびに過去の経験についての含意に特有の PDC は、含意理解の語用

論的推論が状況モデルの構築であることを示唆している。 

4.3 今後の課題 

a) 現在の意図を含意する会話において、明示的/非明示的文脈条件に対応する神経活動差異は、

頭皮上 ERP ならびに 19 ROI 間の PDC には現れなかった。しかし、本研究では考察しなかっ

た何らかの神経活動にこの差異がコード化されている可能性はある。 

b) 本研究は、含意理解の語用論的推論が、命題的表現の連鎖ではなく状況モデル構築である

ことを主張したが、両者は相反する表象ではないかもしれない。また、命題的表現の連鎖の

中に、過去時制を推論ステップとして仮定することも可能かもしれない。 
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